
群馬イノベーションアワードは

ジャパニーズドリームを 群馬か

ら をスローガンに掲げ2013年に

スタートした起業家の発掘や支援

を目指すプロジェクトだ

例年500件近いエントリーがあ

り 起業を志す人や 新規事業を目

指すスタートアップ経営者らの挑

戦の場として定着している これ

までの累計エントリー数は3560件

で うち ％は高校生 若い世代の

創造力や問題解決能力の向上に貢

献している 受賞者の ％が起業

％が起業準備中 ％が起業検

討中 ３人に１人がプランの社会

実装に向け活動している

今年は７月 日にエントリー受

け付けを開始 ビジネスプラン

高校生以下 大学生・専門学校生

一般の３部門 ベンチャー の計

４部門で ９月 日まで受け付け

ている 昨年から小中学生の応募

も可能となった

９月中旬に１次書類審査を行

い 月 日の２次プレゼンテー

ション審査で ファイナリストを

決定 月６日のブラッシュアッ

プ研修を経て 月 日に前橋市

の日本トーターグリーンドーム前

橋で開かれるファナルステージで

発表してもらう

入賞者特典は 起業家と共

に海外研修ツアーに参加できるほ

か 来年度の群馬イノベーション

スクール の参加資格を得ら

れる ファィナリスト特典として

アイデアの社会実装支援・起業相

談を用意している

問い合わせは事務局 ☎027・254

・9955へ

小中学生も
エントリー可 ９月16日まで受け付け
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上毛新聞社主催・田中仁財団共催の群馬イノベ

ーションアワード（ ）は、新時代を切り開

く起業家やそのマインドを抱いた人材を発掘・支

援するプロジェクト。毎年、中高生からスタート

アップ（新興企業）経営者まで数百人が、社会・

産業構造を変える可能性を秘めたビジネスプラン

を提案している。プロジェクトを支える実行委員

や過去の大会のファイナリストらに、起業に向け

たメッセージや に参加する意義などを語っ

てもらった。
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館
林
で
開
い
た
イ
ベ
ン
ト 蚕のさなぎの活用に取り

組む梶栗さん 写真右 と

開発中の高機能繊維 エ

リートシルク

蚕のさなぎを新たな食資

源と位置付け、肉などの代

替品に加工しているエリ

ー。地域と連携して原料の

蚕を確保する「エリー式混

合農業」を提案した。不良

環境に強く、栽培も簡単な

キャッサバイモを農家に生

産してもらうとともに、そ

の葉を食べる特殊な蚕を空

き家などで育ててもらい、

できた繭を同社が買い取る

仕組みだ。

養蚕テクノロジーを活用

して、パウダーやペースト

状の食品開発に注力してい

たが、さらなる付加価値を

目指し、最近は高機能繊維

「エリートシルク」の開発

に軸足を移している。

エリートシルクは多数の

小さな穴が開いた「多孔性」

が特徴。消臭機能が高く、

温度・湿度調整機能も優れ

ている。キャッサバイモの

葉を、エリートシルクを生

み出す蚕の餌として利用す

る。通常は廃棄しているた

め、サステナブルで生産効

率も良い。完成度はまだ

％ほどだが、品質や量産体

制を整えると同時に市場の

検証を行い100％にするこ

とが目標だ。

に出場したことで

信頼度が増し、企業間のネ

ットワークづくりに役立っ

ているという。プレゼンテ

ーションは、事業が大きく

なれば必ず求められるスキ

ル。「高校生にとっては貴

重な経験。積極的に参加し

てみるといい」と話す。

起業して活動を続けるに

は、お金や周りの協力が絶

対的に必要になる。まずは

出場して、名前や取り組み

を知ってもらうことが重

要。出場者同士のつながり

が生まれることから「出る

だけでも出てみたらいいの

ではないか」と背中を押す。
安定した支援体制を 高機能繊維開発に軸足

2022年「大賞」・イノベーション部門

エリー社長 梶栗 隆弘さん
2023年「奨励賞」・ビジネスプラン部門高校生以下の部

ぐんま国際
アカデミー 鈴木聡真さん・杏さん

ミャンマーのイスラム教

徒少数民族ロヒンギャを支

援する「コラボ 支援」

を発表した。企業・団体と

協力して商品を販売、売り

上げの半分を支援に充てる

仕組みで、協力企業・団体

のイメージ向上も期待でき

るとして高く評価された。

ぐんま国際アカデミー初

等部に通っていた頃、ロヒ

ンギャの支援を始めた。ク

ラウドファンディング（

）を活用し、目標額を大

きく上回る300万円以上の

支援金が集まった。「ゴー

ルはロヒンギャたちがミャ

ンマーに帰国して、今まで

通り暮らせること」と力を

込める。

そのために安定して支援

できる体制をつくろうと提

案したのが、支援とビジネ

スをつなげるアイデアだ。

今年６月、館林で開いた難

民支援を啓発するイベント

にコラボ 支援を取り入

れた。農家と協力して野菜

と果物を用意、どちらも完

売したという。

では同世代の学生

から企業トップまで、たく

さんの人と出会い、大きな

刺激を受けた。出場を機に

メガネチェーン から

サングラスの提供を受け、

ロヒンギャへの支援に結び

つけることもできた。

「分からないことは自分

で調べるだけでなく、人か

ら教えてもらうことが大切

だと学んだ」と聡真さん。

杏さんは「夢を信じ続けて

良かった」と振り返る。

自分たちのアイデアが、

専門家の助言によって磨か

れ、具体的なビジネス案に

生まれ変わる過程を経験し

た。それが自信となり、よ

り活動的になれた。「ぜひ、

チャレンジしてみてほし

い」と力を込める。

ふかい・あきひこ1960

年 高崎市生まれ 84年 群

馬銀行に入行92年に米国・

スタンフォード大で

を取得2019年から現職

新ビジネス創出不可欠

群馬銀行グループは、

2021年にパーパス「私た

ちは『つなぐ』力で地域

の未来をつむぎます」を

定めた。このパーパスは、

当行グループがお客さま

や地域などのステークホ

ルダーから、何を期待さ

れ、その期待にどう貢献

していくのかを定義した

ものである。

当行は金融業として、

最も重要な役割である金

融仲介、つまり、お金の

貸し手と借り手をつない

できた。近年は、後継者

不足や人材の確保といっ

た課題の解決、安心な老

後を過ごすための資産形

成など、期待される役割

が増えており、「つなぐ」

ことがますます重要にな

っている。

具体的には、次世代に

つなぐ事業承継や相続の

支援、企業と人材をつな

ぐ人材紹介、企業と企業

をつなぐビジネスマッチ

ング、資産を未来につな

ぐ資産運用の提案など多

岐にわたる。また、この

パーパスは、当行グルー

プの成長戦略を語る上で

のベースにもなってい

る。

ポイントは社会やお客

さまの課題を解決する

「社会的価値」と当行が

持続的に収益を上げてい

く「経済的価値」の両立

を目指していることだ。

どちらの視点が欠けても

持続的な成長につながら

ない。これは、スタート

アップにも通じる重要な

ポイントだ。

歴史を振り返っても、

今のビジネスが現状のま

ま、未来永劫続くことは

ないだろうし、今は存在

しないビジネスが数十年

後に主流になっている可

能性もある。地域経済の

持続的な発展を図るに

は、新たなビジネスの創

出が不可欠だ。社会環境

の変化とデジタル技術の

急速な進化は、新たなビ

ジネスチャンスをもたら

しており、特に若い人に

は失敗を恐れずに果敢に

挑戦してほしいと思う。

重要なのは夢中になっ

て取り組むこと。そうす

れば、自分の潜在能力を

最大限引き出すことがで

きる。私自身、自分には

ハードルが高い

と感じたことに

夢中になって取

り組んだことが

ある。その結果、自分で

も驚くほどの力を発揮し

克服することができた。

ぜひ、自分が実現したい

ことに夢中になって取り

組んでほしい。結果はお

のずとついてくるはず

だ。
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たなか・ひとし 1963年

前橋市生まれ 年にジェ

イアイエヌ 現ジンズホー

ルディングス を設立2014
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新しい価値生み出そう

2001年にアイウエア事

業に参入し 年以上がた

った現在を 第二創業期

と位置付けている 当初

は目新しかったビジネス

モデルも 時間とともに

一般化してしまった 非

連続的な成長を遂げるた

めには 新たに創業する

くらいの覚悟で変わる必

要がある 会社は私一代

ではない デジタルネイ

ティブの若い世代に権限

を委譲し 最高の顧客体

験にアップデートする

それができなければ次の

年 年の成長はない

創業以来 従来の常識

を打ち破り 低価格眼鏡

の販売で成長してきた

しかし 安く大量に買う

時代から 消費者自身が

価値を感じるものであれ

ば 少し高くても選択さ

れる時代に変わった ジ

ンズの今の一番の強みは

レンズだ 研究開発に力

を入れ 極薄や傷に強い

無敵コーティングなど高

品質レンズが評価を得て

いる 通常は数万円する

レンズが１万円以下で買

えるといったクオリティ

ーに対する価格競争力は

どこよりも高い 創業時

の厳しさとは違うが お

客さまが買い求めやすい

価格と 品質へのこだわ

りは変わらない

第二創業期は グロー

バル化を加速させてい

く そのために世界を席

巻する米国のマーケット

を最も重視している 言

語や習慣 文化の多様性

に富む国だからこそ サ

ービスや製品は直感的に

理解しやすく標準化され

たモデルでないと受け入

れられない 新しいジン

ズの挑戦として今秋 米

国・ロサンゼルスにグロ

ーバル化を体現した実験

店を出店する ジンズが

世界展開する起点

となる店舗にした

い

私が最も興味が

あるのは 新しい

価値を生み出す

イノベーション

だ そのためジン

ズも既存の業態に

対して新しい風を

吹き込み 世の中

に認めてもらえる

付加価値を与え続

けてきた 参

加者には自分の好

きなこと得意なことを追

求し チャレンジしてほ

しい

起業家が生まれる地域

と時代は 古今東西問わ

ず必ず活力がある 年

前には期待されていなか

った前橋の街が 元気に

なりつつあるのも若いス

タートアップ企

業がどんどん増

えているから

だ みんなが駄

目だと思っていること

変わらないと思っている

ことを誰もが認める価値

に変えていこう

あらい・まさあき 1965

年 旧藪塚本町 現太田市

生まれ97年に不動産業の

オープンハウスを設立し

た2013年に東証１部上場

上場 年の節目を迎え

た昨年、売上高１兆円を

達成した。次の目標は業

界ナンバーワン。人手不

足が続く中で採用を強化

し、顧客満足度のより一

層の向上を図りたい。

日頃から国内市場で勝

たなければいけないと思

っているが、人口はどん

どん減っていく。これか

らは海外投資を加速する

ことは避けられないだろ

う。海外比率は６、７％

だが、中長期的には半分

にまで伸ばしたい。米国

にいる約200人のスタッ

フのレベルアップ、企業

の合併・買収（ ）

も必要だ。

出身地の太田市を拠点

とするプロバスケットボ

ールチーム「群馬クレイ

ンサンダーズ」のオーナ

ーになり、母校のあった

桐生市に寄付し、みなか

み町で事業を展開してい

る。グループとして地域

貢献活動に力を入れるの

は、生まれ育った群馬が

良くなってほしいという

思いからだ。

ビジネスには

が重要だと言われるが

のステージではま

だＰ 計画 の段階に過ぎ

ない Ｄ 実行 が何より

も大切だが 会社が伸び

ていくかを左右するのは

Ｃ 評価 で 計画を検証・

修正するスピードが問わ

れる

しかし、これらは難し

いことでもある。誰しも

自分の考えが間違ってい

るとは思いたくないの

で、都合の良い検証に陥

りがちだからだ。

特に起業を目指す人ほ

ど自負があり、事実を事

実として受け入れられ

ず、自分の考えが間違っ

ていると認められない。

頭が良かったり優秀な人

ほどその傾向が強い気が

する。起業で成功してい

る人は自分の考えに固執

せず、自己否定できる人

が多いのも事実だ。

事業を継続していくに

は、経営者の人間性も欠

かせない。それは他者を

自分と同じだと捉えるこ

とが基本で、経営者も社

員も同じ人間だと思える

かどうか。消費者が何を

望んでいるかを考えられ

る力はビジネス

の根本にもつな

がる。

起業を目指し

ている人は、一刻も早く

行動してほしい。計画は

計画に過ぎないし、行動

を起こさない限り何も始

まらない。発表したもの

を必ず実現し、事業をス

ケールアップさせてほし

い。

計画の検証・修正が肝心
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歯止めのかからない人口減少や先行き不透明な経済、地球規

模で進む気候変動｜。私たちを取り巻く環境が激変する中、従

来の取り組みが通用しない場面が増えている。起業は打開策に

なり得るのか。高崎経済大学地域政策学部の若林隆久准教授に

聞いた。

高崎経済大
地域政策学部 若林 隆久准教授に聞く
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わかばやし・たかひさ 1984年 東京都生まれ 東京大大学

院経済学研究科経営専攻修士課程修了 同経営専攻博士課程

単位取得退学 高崎経済大地域政策学部講師を経て2017年よ

り現職 専門は 経営学 組織論 リーダーシップ 教育工学

失敗から学ぶマインドを

｜信用調査機関のまとめによ

ると、起業する人は年々増えて

いるようだ。

社会が豊かになり、教育水準

も上がった。デジタルツールが

発達してオンラインでのモノの

売買や情報発信が簡単になるな

ど、起業しやすい環境が整って

きた。起業は社会に足りないも

のを補ったり、課題を解決する

手段の一つになると考えてい

い。

｜そう考える理由は。

新しい企業やサービス・商品

などが生まれることで新陳代謝

が良くなり、非効率なものが残

りにくくなる。すべてが成功す

るわけではないが、選択肢があ

ることが大切。これまで以上に

起業家教育や支援が活発になれ

ば、単なる「便利で新しい」だ

けではないサービスや製品、ア

イデアが生まれる可能性は大き

くなる。

｜起業に関連して「イノベー

ション」という言葉がよく使わ

れるようになった。

もとは「新結合」という言葉。

いわゆる新技術だけでなく、新

しい製品や作り方、市場、組織、

ビジネスモデルなどを幅広く指

す。既存の要素の組み合わせの

妙で、社会構造や産業構造を変

えるイノベーションは起こせ

る。

｜そのためにはどんなことが

必要なのだろう。

デザイン思考などのアイデア

発想では、ユーザーの困りごと

やニーズを観察し、共感しつつ

深く掘り下げる。それを自身・

自社の強みや技術、サービス・

商品と結びつけたりもする。抽

象化や俯
ふ

瞰
かん

ができれば、そうい

うビッグイノベーションにつな

がり得る。

｜群馬イノベーションアワー

ドのようなビジネスプランコン

テストが活況を呈している。

さまざまなメリットがある。

コンテストではアイデアを文章

化・図表化し、魅力的、かつ分

かりやすく説明しなければなら

ない。審査員のコメントも貴重。

実際に起業して資金を調達する

ために事業計画の説明を求めら

れる場面で、コンテストの経験

が生きる。起業を目指す人はも

ちろん、高校生・大学生にも挑

戦する価値はある。起業してい

る人であれば、事業のブラッシ

ュアップや知名度アップに役立

つ。

｜コンテストで思うような結

果が出なかったり、起業自体に

失敗することもある。

諦めずに続けることが肝心

だ。世の中で失敗は評価されづ

らいが、経験や糧として重要。

挑戦と表裏一体の失敗の評価は

企業の課題である。 を立

て直したマーケターの森岡毅さ

んは「スイング・ザ・バット賞」

を設け、挑戦を評価していた。

積極的に打席に立ち、とにかく

バットを振れば、得るものはあ

る。

ビジネスプランの作り方だけ

でなく、失敗やリスクとうまく

付き合い、そこから学ぶマイン

ドセットも教えるべき。一部で

はインプロ（即興演劇）が活用

される。幸い群馬にはその土壌

がある。群馬イノベーションア

ワードや関連する群馬イノベー

ションスクールはその役割を果

たしており、教育に携わる者と

して感謝している。
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